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司
祭
へ
の
道

　
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
と
し
て

�

一
生
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

〈
日
本
に
お
け
る
司
祭
養
成
〉

　
日
本
に
お
け
る
現
在
の
司
祭
養
成
は
、

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
に
お
い
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
神
学
生
の
養
成
課

程
は
６
年
間
で
、
共
同
生
活
を
し
な
が

ら
、
哲
学
課
程
の
２
年
間
と
神
学
課
程
の

４
年
間
を
過
ご
し
ま
す
。
京
都
教
区
で
は

今
年
の
３
月
20
日
に
大
塚
乾
隆
師
が
司
祭

叙
階
さ
れ
、
現
在
、
神
学
生
の
在
籍
は
ゼ

ロ
と
な
り
ま
し
た
。
一
人
で
も
多
く
の
若

者
が
神
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
、
司
祭
職

へ
の
道
を
歩
む
よ
う
に
祈
り
ま
し
ょ
う
。

〈
若
者
の
皆
さ
ん
へ
〉

　
京
都
教
区
で
は
、
司
祭
職
を
考
え
て
い

る
人
た
ち
は
、
所
属
教
会
の
担
当
司
祭
に

相
談
す
る
か
、
教
区
の
神
学
生
養
成
担
当

者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
れ
ば
、
時
間
を
か
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け
て
司
祭
召
命
に
つ
い
て
識
別
を
し
て
い
き
ま
す
。
自
分
は
ど
の

よ
う
な
生
き
方
に
呼
ば
れ
て
い
る
の
か
、
教
区
司
祭
、
修
道
生
活
、

信
徒
と
し
て
の
召
命
を
含
め
て
、
時
間
を
か
け
て
識
別
し
て
い
き

ま
す
。
教
区
司
祭
と
し
て
の
召
命
の
識
別
が
で
き
た
時
点
で
、
神

学
院
に
志
願
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
教
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
司
祭
へ
の
招
き
」
の
ペ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
の
で
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
若
者
の
皆
さ
ん
、
イ
エ
ス
が
何
を
自
分
に
望
ん
で
お
ら
れ
る
か

勇
気
を
も
っ
て
尋
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
信
徒
の
皆
さ
ん
へ
〉

　
京
都
教
区
に
は
「
神
学
生
・
司
祭
養
成
協
力
会
（
一
粒
会
）」

が
あ
り
ま
す
。
司
祭
職
を
目
指
す
神
学
生
を
祈
り
と
献
金
で
支
え

る
運
動
で
す
。
皆
様
の
お
祈
り
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
昨
年
の
協

力
献
金
は
八
、〇
二
〇
、六
〇
一
円
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
の
献
金
は
、
神
学
生
の
養
成
の
た
め
に
、
ま
た
海
外

か
ら
来
ら
れ
た
司
祭
方
の
日
本
語
研
修
の
た
め
に
も
充
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
改
め
て
、
皆
様
の
お
祈
り
と
犠
牲
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ト
リ
ッ
ク
京
都
司
教
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
学
生
養
成
担
当
者

叙 

階 

式
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叙
階
式
の
喜
び

�

ガ
ブ
リ
エ
ル 

大
塚
乾
隆

　
叙
階
式
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
方
々
が
参
列
し
、
共

に
祈
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
当
日
は
、

聖
堂
内
に
喜
び
が
充
満
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
慣
れ
な
い

カ
ズ
ラ
を
着
て
、
ど
こ
で
手
を
出
す
の
か
、
ど
れ
ぐ
ら
い
手
を
広

げ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
ミ
サ
を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
助

　
２
０
１
７
年
３
月
20
日
に
カ
ト
リ
ッ
ク
河
原
町
教
会
司
教
座

聖
堂
に
お
い
て
、
ガ
ブ
リ
エ
ル 
大
塚
乾
隆
師 

司
祭
叙
階
式
が

約
９
５
０
名
の
参
列
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
26
日

（
日
）
に
は
、
師
の
司
式
に
よ
る
同
司
教
座
聖
堂
で
の
主
日
の
初

ミ
サ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
当
日
の
写

真
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ガ
ブ
リ
エ
ル

　
大
塚
乾
隆
師

　
　
司
祭
叙
階
式

２
０
１
７
年
３
年
20
日

カ
ト
リ
ッ
ク
河
原
町
教
会
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祭
と
し
て
奉
仕
し
て
い
た
時
と
比
べ
て
、明
ら
か
に
違
い
ま
し
た
。

　
助
祭
叙
階
を
受
け
て
一
年
間
は
、祭
壇
の
一
番
近
い
と
こ
ろ
で
、

奉
仕
し
て
い
た
の
で
、
司
祭
の
横
で
何
か
を
す
る
こ
と
に
は
慣
れ

て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
特
に
大
き
な
ミ
サ
に
お
け
る
助
祭
奉
仕
で

は
、
祭
壇
に
奉
仕
で
き
る
喜
び
と
同
時
に
、「
壁
」
を
感
じ
て
い

た
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
司
祭
に
叙
階
さ
れ
、
こ
れ
で
よ

う
や
く
ミ
サ
を
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
多
く
の
神
父
様

方
と
の
共
同
司
式
に
よ
っ
て
、
司
祭
団
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
た

安
心
感
と
、
何
よ
り
も
ミ
サ
を
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、

平
和
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
叙
階
式
で
は
多
く
の
方
々
が
「
お
め
で
と
う
」
と
言
っ
て
下
さ

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ど
う
し
て
叙
階
式
が
お
め
で
た
い
の
か
、
喜

び
が
あ
ふ
れ
る
の
か
を
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
ず
、
教
会
共
同

体
に
と
っ
て
司
祭
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
す
。
ミ
サ

や
ゆ
る
し
の
秘
跡
・
病
者
の
塗
油
は
司
祭
し
か
執
り
行
え
ま
せ
ん
。

神
学
生
と
し
て
６
年
間
歩
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
病
者
訪
問
の
機
会

を
通
し
て
、
多
く
の
方
が
秘
跡
を
待
ち
望
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
を
感
じ
て
い
ま
し
た
の
で
、
教
会
共
同
体
の
奉
仕
者
と
し
て
秘

跡
の
担
い
手
が
誕
生
す
る
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
し
ょ
う
。
し
か
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し
、こ
れ
だ
け
で
は「
新
し
い
神
父
さ
ん
が
生
ま
れ
は
っ
て
よ
か
っ

た
わ
」
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
も
う
少
し
考
え
て
み
ま
し
た
。
叙
階
式
に
は
、
回
り

道
を
し
て
歩
ん
で
き
た
私
が
、
神
様
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
、
６

年
間
の
神
学
院
生
活
を
送
り
、
叙
階
の
恵
み
を
受
け
て
、
こ
れ
か

ら
の
生
活
を
歩
ん
で
い
く
と
い
う
「
神
の
呼
び
か
け
に
応
え
る
こ

と
の
喜
び
」
が
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
叙
階
式
の

喜
び
は
、
新
し
い
司
祭
が
誕
生
し
た
こ
と
だ
け
に
向
け
ら
れ
る
の

で
は
な
く
、
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
確
か
に
司
祭
の
道
を
志
す
人
は
少
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
神
の
呼
び
か
け
に
応
え
る
と
い
う
こ
と

は
、
司
祭
・
修
道
者
の
召
命
に
限
ら
ず
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

生
き
方
と
関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。「
私
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う

役
割
・
仕
事
・
役
目
を
神
様
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
る
の
か
」
を
私

た
ち
が
考
え
、
黙
想
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
イ
エ
ス
様
と
共
に
歩

ん
で
い
く
こ
と
が
、
喜
び
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
こ
の

歩
み
が
神
の
国
の
完
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
ど
う
か
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
神
様
の
招
き
に
応
え

て
、
そ
の
道
を
歩
ん
で
い
け
ま
す
よ
う
に
、
共
に
祈
り
合
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

主
日
の
初
ミ
サ
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京
都
教
区
司
祭

司
祭
叙
階
記
念
カ
ー
ド
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「心を尽くし、魂を尽くし、力を尽くして、

あなたの神、主を愛しなさい」（申命記 6章 5節）

�
　バルトロメオ　奥村　豊　　司祭叙階記念

�
                      ２ ０ ０ ２ 年 ３ 月 ２ １ 日

　　　　　　　　　京都教区　河原町教会
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2016年度カトリック京都司教区 決算報告

　平素より、京都司教区のために、ご支援ご協力いただき、厚く御礼申し上げます。
　2016年度（2016年 １ 月 １ 日から12月31日まで）の、京都司教区の法人本部並びに小教区
会計（合算）の収支について、主な点をご説明いたします。

教区本部会計について

　�　当年度の決算は収入合計550,281千円、支出合計は544,562千円で、当期収支差額は5,719
千円のプラスとなりました。以下、収入・支出の主な点をご説明します。

　　１．収入について
　　　　①�建設分担金収入は福知山教会・鈴鹿教会建設にあたりそれぞれに費用の一部負

担をして頂いたもののほか、長岡・伏見・桑名教会の聖堂改修等の建設費用の
分担金です。

　　　　②�一般寄付金収入の大半は故村上真理雄神父様から遺贈いただいたものです。
　　　　③�土地売却収入は旧福知山教会跡地の売却、北カトリック学園への土地売却など

によります。
　　　　④�小教区からの納付金（A）は年々減少しています。いろいろな事情があるかと

思いますが、皆様の一層のご協力をお願い致します。

　　 2．支出について
　　　　①�寄付金支出は主に熊本や済州の災害への義援金です。済州への義援金について

は皆さんから寄せられたご寄附を含め100万円をクリスマスにお贈りしました。
　　　　②�事務管理費は通常の費用のほか、綾部教会土地の売却に係る測量費用が発生し

ています。
　　　　③�計上されている建設分担金に比べ建物等の資産支出が少ないのは、当該工事の

内容が決算上修繕費とするものが多かったためで、その分、維持管理費が昨年
度より増えています。

小教区会計について

　　１．�教会維持献金とミサ聖祭献金の合計額は、205,708千円でした。これは2015年の
212,529千円より6,821千円の減額となりました。納付金（A）として、教会献金と
ミサ聖祭献金の15％を納めていただいていますが、2016年度は30,449千円で昨年
度の31,677千円に比べて1,228千円の減額となりました。

　　 2．納付金（B）につきましては、趣旨をご理解下さり、予定通り納入して頂きました。

終わりに

　2016年度も�お陰様で黒字決算となりました。しかし、土地の売却収入など特別な要因を
除いた経常的な収支を見てみますと赤字になっています。現在の教区を取り巻く環境を考
えますと、将来に向けて決して楽観できないと思います。
　教区財政安定のため、皆様の一層のご協力をお願い致します。

2017年 4 月
カトリック京都司教区
本部事務局長　北村善朗
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（単位：千円）　

科　　　目 実　　績 科　　　目 実　　績
Ⅰ　経　　常　　支　　出 222,545 Ⅰ　経 　 常 　 収 　 入 302,589
１　福 音 宣 教 活 動 費 64,457 １ 　納 付 金 収 入 203,433

祭 儀 費 2,287 司 教 司 牧 納 付 金 2,531
教 育 養 成 費 1,592 司 祭 司 牧 納 付 金 9,348
神 学 生 養 成 費 6,497 小 教 区 納 付 金（Ａ） 33,598
諸 委 員 会 活 動 費 4,834 小 教 区 納 付 金（Ｂ） 74,563
教 区 事 業 活 動 費 46,538 小 教 区 納 付 金（Ｃ） 12,628
諸 活動団体補助金 300 小 教 区 納 付 金（Ｄ） 1,273
ア ジ ア 交 流 費 0 福 音 宣 教 協 力 金 3,703
済 州 交 流 費 988 建 設 分 担 金 収 入 65,789
国 際 交 流 費 447
会 議 費 893
図 書 費 81

２ 　寄 付 金 支 出 1,902 ２ 　寄　付　金　収　入 79,111
一 般 寄 付 金 収 入 49,175
収 益 部 門 収 入 29,936
そ の 他 の 寄 付 金 0

３ 　特 定 献 金 支 出 12,249 ３ 　特 定 献 金 収 入 12,250
4 　人　　 　件　　 　費 99,008
５ 　維　持　管　理　費 20,321
６ 　事　務　管　理　費 15,633
７ 　福 音 宣 教 企 画 室 1,399 4 　福 音 宣 教 企 画 室 219
8 　大 船 渡 特 別 献 金 7,576 ５ 　大 船 渡 特 別 献 金 7,576
Ⅱ　墓 地 勘 定 支 出 5,984 Ⅱ　墓 地 勘 定 収 入 9,043
（衣笠）墓苑整備費 2,691 （衣笠）墓地使用料 1,395
（衣笠）墓苑管理費 1,804 （衣笠）墓地祭儀収入 4,348
（神の園）管理祭儀費 342 （神の園）使用料収入等 840
（御所墓苑）管理祭儀費 1,147 （御所墓苑）使用料収入 2,460

Ⅲ　特 別 勘 定 支 出 1,276 Ⅲ　特 別 勘 定 収 入 9,910
一 粒 会 0 一 粒 会 5,771
一 万 匹 の 蟻 1,276 ア ジ ア 基 金 711
小 教 区 特 定 積 立 0 済 州 基 金 1,646
司 教 座 修 築 積 立 0 一 万 匹 の 蟻 1,276
建 設 資 金 積 立 金 0 国 際 協 力 基 金 506

小教区特定積立収入 0
Ⅳ　資 　 産 　 支 　 出 310,001 Ⅳ　資 産 運 用 収 入 225,309

土 地 購 入 支 出 0 預 金 利 息 収 入 5,653
建 設 仮 勘 定 支 出 0 土 地 売 却 収 入 37,200
建 物 支 出 0 預 金 取 崩 0
建物付属設備支出 0 資 産 売 却 0
什 器 備 品 支 出 169 出 資 金 収 入 100
通 信 機 器 0
貸 付 金 支 出 0
定期預金繰り入れ支出 50,000
投資有価証券購入支出 207,844 投資有価証券売却収入 182,356
預 託 金 支 出 0
構 築 物 0
車 両 1,988 車 両 売 却 収 入 0
福 音 宣 教 基 金 50,000
そ の 他 0

Ⅴ　そ の 他（ 雑 損 失 ） 4,756 Ⅴ　そ の 他 の 収 入 3,430
財 務 支 出 0 雑 収 入 3,430

支 出 計 544,562 収 入 計 550,281

当 期 収 支 差 額 5,719

支 出 合 計 550,281 収 入 合 計 550,281

京都司教区　2016年度　教区本部会計収支計算書
自2016年１月１日　至2016年12月31日
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2 0 1 7 年 4 月 1 日
カトリック京都司教区
本 部 事 務 局

京都司教区　2016年度　小教区会計収支計算書
自2016年１月１日　至2016年12月31日

（単位：千円）　
科　　　目 実　　績 科　　　目 実　　績

経 常 支 出 の 部 経 常 収 入 の 部
（ 宣 教 司 牧 費 ） 67,966 （ 信 徒 通 常 献 金 ） 218,222
祭 儀 費 16,550 教 会 維 持 献 金 158,064
司 牧 費 1,899 ミ サ 聖 祭 献 金 47,644
委 員 会 活 動 費 1,736 大 祝 日（特別）献金 12,514
宣 教 広 報 費 2,339 （ 特 定 献 金 ） 15,301
宣 教 育 成 費 716 （ 特 別 献 金 ） 96,679
養 成 費 918 祭 式 献 金 16,267
青 少 年 育 成 費 3,579 一 般 特 別 献 金 57,417
新 聞 図 書 費 1,302 営 繕 献 金 10,477
会 議 費 564 建 設 献 金 10,866
行 事 費 7,228 墓地納骨堂建設献金 60
慶 弔 費 3,504 特 別 事 業 献 金 1,592
援 助 費 15,528 （ 助 成 金 収 入 ） 360
諸 団 体 分 担 金 12,103 教 区 助 成 金 360
（ 特 定 献 金 支 出 ） 15,518 修 道 会 助 成 金 0
（ 納 付 金 支 出 ） 164,470 （墓地・納骨堂等収入） 4,822
教区納付金支出（Ａ） 30,449 使 用 料 収 入 1,552
教区納付金支出（Ｂ） 67,411 墓 地 祭 儀 収 入 3,270
教区納付金支出（Ｃ） 10,959 （ 補 助 活 動 収 入 ） 915
教区納付金支出（Ｄ） 1,259 （ 雑 収 入 ） 907
修 道 会 納 付 金 支 出 360 （ 資 産 運 用 収 入 ） 677
建 設 分 担 金 支 出 54,032 預 金 利 息 収 入 518
（ 運 営 管 理 費 ） 99,539 受 取 配 当 収 入 159
（ 補 助 活 動 支 出 ） 375 信 託 利 子 収 入 0
（墓地・納骨堂管理支出） 2,022

経 常 支 出 合 計 349,890 経 常 収 入 合 計 337,883

財 務 支 出 の 部 財 務 収 入 の 部
（ 固 定 資 産 支 出 ） 93,652 （ 固 定 資 産 収 入 ） 100,621
建物付属設備購入支出 18,482 祭 儀 備 品 売 却 収 入 0
構 築 物 購 入 支 出 4,371 器 具 備 品 売 却 収 入 0
祭 儀 備 品 購 入 支 出 1,200 墓地使用権売却収入 0
器 具 備 品 購 入 支 出 1,578 特別目的預金取崩収入 100,621
墓地使用権取得支出 2,719
特別目的預金積立支出 65,302
（その他の財務支出） 15,303 （その他の財務収入） 14,414
（ 資 金 調 整 勘 定 ） ▲�2,288 （ 資 金 調 整 勘 定 ） ▲�976

財 務 支 出 合 計 106,667 財 務 収 入 合 計 114,059

支 出 合 計 456,557 収 入 合 計 451,942

次 期 繰 越 金 322,805 前 期 繰 越 金 327,420

合 計 779,362 合 計 779,362
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₅月のお知らせ

教　　　区

聖書委員会／Tel.075（211）3484 ㊌㊍
 聖書講座「聖書で祈る」
　日　時：17日㊌ 19：00　18日㊍ 10：30
　テーマ：聖書にみる右近の生き方
　講　師：大塚 喜直司教
　日　時：24日㊌ 19：00　25日㊍ 10：30
　テーマ：出会いの神秘
　講　師：澤田 豊成師（パウロ会）
　会　場：河原町教会 ヴィリオンホール
 よく分かる聖書の学び
　日　時：10日㊌ 10：30
　講　師：北村 善朗師／参加費：300円
　会　場：河原町教会 ヴィリオンホール
福音宣教企画室／Tel.075（229）6800
 お試し読書会
　「回勅ラウダート・シ」を読もう
　日　時：11日㊍ 13：30
　会　場：カトリック会館₆階
　締切り：₈日㊊（事前申込要）
　定　員：40名／参加費：無料
 日本教会史講座
　伏見におけるキリスト教と高山右近（仮）
　日　時：30日㊋ 14：00
　講　師：Sr. 小川 英子（ヌヴェール愛徳修道会）
　会　場：カトリック会館₆階
　受講費：300円

ブロック

奈良ブロック
 聖書講座−真福八端−
 　　マタイによる福音₅章₃節～10節
 　教皇フランシスコ、福者高山右近、
� 聖なる人々と共に
　日時会場：12日㊎ 19：00 大和郡山教会
　　　　　　13日㊏ 10：00 奈良教会
　福 音 書：マタイ₅・₄
　講　　師：鈴木 信一師（パウロ会）
　日時会場：26日㊎ 19：00 大和八木教会
　　　　　　27日㊏ 10：00 奈良教会
　福 音 書：マタイ₅・₆
　講　　師：松田 浩一師（カルメル会）

修　道　会

男子カルメル修道会（宇治修道院）
� Tel.0774（32）7016 Fax.（32）7457
 一般のためのカルメルの霊性
　日　時：₂日㊋ 17：00〜₅日㊎ 16：00
　参加費：要問合せ
 水曜黙想
　日　時：17日㊌ 10：00〜16：00
　テーマ：ファティマの聖母（仮）
　参加費：3,000円
 聖書深読（中川 博道師）
　日　時：27日㊏ 10：00〜16：00
　参加費：2,500円
ノートルダム教育修道女会
 女子青年黙想会＜希望の道＞
　日　時：₆月10日㊏15：00〜11日㊐15：30
　テーマ：おことばのとおり、
� この身になりますように
　場　所：ノートルダム唐崎修道院
　指　導：山内 十束師（御受難会）
　対　象：独身女子青年信徒／費用：2,500円
　締切り：₆月₄日㊐（事前申込要）Sr. 桂川
　申込み：Tel.077（579）2884 Fax.（579）3804

諸　団　体

京都カトリック混声合唱団
　練　習：14日㊐ 14：00／27日㊏ 18：00 ミサ奉仕後
� カトリック会館₆階
コーロ・チェレステ（女声コーラス）
　練　習：11日㊍ 10：00
� カトリック会館₆階
　　　　　18日㊍ 10：00
� 河原町教会聖堂₂階楽廊
聴覚障がい者の会
 訪問手話ミサと交流会（どなたでも参加可）
　日　時：13日㊏ 13：00
　会　場：奈良教会
　申込要：Tel・Fax.075（723）1135　傳（つとう） 裕子
心のともしび　番組案内
 テレビ（衛星スカパー.ケーブル）スカイＡ
　毎週土曜日 朝₇：45
　シリーズ「私のキリスト道巡礼記」
　出演は橋本 勲師（長崎教区）
 ラジオ（KBS京都） ㊊〜㊎ 朝₅：55
　　　　　　　　　　　㊏ 朝₅：15
　₅月のテーマ「愛でる」

※ ₇月号の原稿締切り日は₅月24日㊌です。
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₁日㊊-₄日㊍ 安心院の聖母修道院 訪問
₆日㊏ 10：00 宮津教会堂
� 献堂120周年記念ミサ
₇日㊐ 10：30 （京都）山城ブロック大会
� （青谷）
₈日㊊ ₉：00 四日市メリノール学院
� 司教訪問
₉日㊋ 15：00 青少年委員会
11日㊍ 10：00 中央協 常任司教委員会
13日㊏ 10：00 小教区評議会役員研修会
� （河原町ヴィリオンホール）
14日㊐ 10：00 四日市教会創立70周年
� 記念感謝ミサ
� （エスコラピオス修道会�創立400年）

17日㊌ 14：00 （学法）カトリック京都学園・
� 京都南カトリック学園�理事会
　　　 19：00 教区聖書講座
18日㊍ 10：30 教区聖書講座
　　　 15：00 司牧者研修チーム会議
21日㊐ 10：00 滋賀ブロック大会
� （南彦根 燦パレス）
22日㊊ 14：00 司教顧問会
　　　 18：00 大阪教会管区部落差別
� 人権活動センター事務局会議（梅田）
23日㊋ 14：00 （社福）カトリック京都司教区
� カリタス会 理事会
25日㊍ 10：30 ₅月司祭・司牧者 集会
� （河原町）
26日㊎ 14：00 （学法）滋賀カトリック学園
� �理事会（大津）
28日㊐ 10：00 （京都）洛北ブロック大会
� （衣笠）
29日㊊ 13：00 四日市メリノール学院
� 理事会
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5 月のスケジュール

5月のスケジュール

青年センターあんてな
〔青年センターHP〕　携帯からでもご覧いただけます。　http://www.kyoto.catholic.jp/seinen/

青年センター 事務員の挨拶 �

� 唐崎教会　新田理紗子
　青年センター事務員をしています新田
理紗子です。また今年も事務員として教
会活動や青年活動に関わることができる
ことをとても嬉しく思います。
　今年も青年センターは₁年間フル稼働
でたくさんの行事を行っていきます。事
務員として、様々な活動のバックアップ
をしていきたいです。
　事務員となって₂年目の今年からはと
ても頼れる先輩、松浦さんが退任されて
守口君と₂人体制での事務員です。不安
もたくさんありますが、運営委員をはじ
めとするいろいろな方の助けを借りなが
ら、頑張っていきたいと思いますのでよ
ろしくお願いいたします。

� 河原町教会　守口　航平
　同じく青年センター事務員をしていま
す守口航平です。今年も事務員としてあ
りがたいことに教会活動に関わらせてい
ただきます。
　去年は自分自身が大学生になったばか
りで、自分自身の劇的な生活の変化と教
会で自分が行う活動の変化に四苦八苦し
ていましたが、ようやく慣れてきました。
　事務員として₂年目となり、今年から
は去年お世話になった松浦さんも退任さ
れるということで新田さんと₂人体制に
なります。僕自信まだ未熟者ではありま
すが精一杯やっていきますので、運営委
員の皆様や教会の皆様よろしくお願いい
たします。
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